
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１月 24日から 30日は学校給食週間です 

 学校給食は、戦争のために中断されていましたが、戦後

の食糧難により児童の栄養状態が悪化したことから、その

必要性が叫ばれるようになり、再開することになりました。 

 まず試験的に、昭和 21 年 12 月 24 日に、三都県（東

京、神奈川、千葉）で実施することになり、同日に東京都

内の小学校でララ（アメリカの宗教団体等からなるアジア

救援公認団体）からの給食用物資の贈呈式が行われました。

その日を学校給食感謝の日と定めていましたが、その後、

冬季休業と重ならない１月 24 日から 30 日までの間を

「学校給食週間」としました。 

学校給食の歴史 
 日本の学校給食は、山形県の私立忠愛小学校において貧

困児を救うために提供されたことが始まりとされていま

す。学校給食の献立の移りかわりを見てみましょう。 

明治 22年 

 

おにぎり塩ざけ  

菜の漬物 

昭和 52年 

カレーライス 牛乳 塩もみ  

果物（バナナ） スープ 

今の給食 

 

地場産物を活用したさまざまな 

献立がつくられています。 

～体づくりのための食事～ 

 かぜをひかないためには、栄養バランスのよいもの

をしっかり食べることが大切です。 

 特に体を温め寒さに対する抵抗力を高めるたんぱ

く質、免疫力を高めるビタミンＡや、コラーゲンの合

成に役立ち、感染症予防に効果のあるビタミンＣが多

い食べ物をしっかりとって、かぜに負けない体づくり

をしましょう。 

かぜに 

負けない 

たら 
だいこん 

 

みかん 
ねぎ 

 

～冬が旬の食べ物～ 


